
全学ＦＤ推進委員長

（副学長、経済学部准教授） 井田 憲計

ＦＤ活動は、大学において、あるいは各学部にお
いて、組織的に授業内容・方法を改善し、教育の質
を向上させるための取り組みです。

2016年度の全学ＦＤ推進委員会では、「学部等が
行うＦＤを支援するとともに、全学的かつ恒常的に
ＦＤの検討を行い、その質的充実を図る」という本
委員会の目的を念頭に、重点的に以下の課題に取り
組んでまいりました。

１．ＳＡ・ＴＡ制度の検証と改善の検討

２．授業改善のための「学生による授業評価」アン
ケート実施方法の見直しとアンケート結果活用の
取り組み

３．各学部ＦＤ活動との連携強化

４．ＦＤ研修会、授業改善に向けた学習会等の開催

５．外部ＦＤ講演会や研修会への参加の推進

６. 「ＦＤ Ｎｅｗｓ」の年2回発行

本号では、年度後半の全学ＦＤ研修会・学習会の
報告などを掲載しています。

また先般「大学中期計画」が策定されましたが、
今後の実行、とりわけ教育分野の諸改革を進めるに
あたって、ＦＤの役割は益々重要となってきます。
引き続き皆さまのご協力を賜りますよう、お願い申
し上げます。
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2016年度秋学期 授業改善のための
「学生による授業評価アンケート」実施報告

実施の目的・趣旨
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「学生による授業評価」の目的は、授業に対する学生の率直な意見を聞き、学
生と教員が協力して「わかりやすく質の高い授業」を作りあげ、教育改革（カリ
キュラム改革）等を進めていくことにあります。さらに、学生の学習活動に対す
る自覚と向上を促し、担当教員においては学生の授業への取り組みの結果を受け
て、より良い授業とするための検討材料を提供することを目指しています。

 実施状況

実 施 期 間 ：12月 5日（月）～12月17日（土）

実 施 率 ：実施対象科目 772科目中 722科目実施 実施率93.5％

回 答 率 ：47.8％（回答者数／対象クラス履修者数）

所 見 提 出 率 ：56.2％

 集計結果の公開について

科目毎のアンケート集計結果を、本学ホームページで公開しています。
（学内のみアクセス可能）
2003年度以降は毎年度、学期ごとに実施することとし、その結果を「学生によ

る授業評価報告」としてホームページ上に掲載するとともに、冊子体にまとめ、
図書館等に備え学生の自由な閲覧に供しています。

本学における学生による授業評価の取り組みは、1996年度に文学部により「試
行」されて以後、学部単位で徐々に拡大、実施されてきました。

2002年度秋学期を期に全学的に実施することになり、2013年度からは担当教員
が学生の学習実態を把握し、授業の問題点を抽出して授業にフィードバックでき
るよう改訂を行いました。
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2016年度SA・TA導入科目一覧

学部 科目名 担当教員

経営 経営学特講－本校出身税理士による会社経理入門 小澤 義昭

経済 世界市民－近代日本の戦争と社会－<春> 島田 克彦

演習Ⅲ ＜通期＞ 辻 洋一郎

経済学特講－モチベーションアップ講座 ＜秋＞ 辻 洋一郎

経済学特講－初年次生向け学習方法トレーニング講座 ＜秋＞ 辻 洋一郎

入門演習 ＜春＞ 吉田 恵子

演習Ⅲ＜通期＞ 吉田 恵子

基礎演習 21 ＜秋＞ 吉田 恵子

コース演習 19＜秋＞ 吉田 恵子

社会 社会調査Ｂ＜春＞ 村上 あかね

社会調査実習 02＜春集＞ 村上 あかね

社会福祉フィールドワーク＜通期＞ 竹内 靖子

地域福祉論Ａ＜春＞ 松端 克文

国際教養 演習３＜通期＞、演習４＜通期＞ 有川 康二

法 基礎演習 ＜通期＞ （合同） 江藤 隆之

基礎演習 ＜通期＞ （合同） 田中 志津子

SA

学部 科目名 担当教員

国際教養 演習３＜通期＞、演習４＜通期＞ 有川 康二

映像制作実習<通期> 南出 和余

世界市民－開発と国際協力－<春> 南出 和余

世界市民－社会のなかの「子ども」を考える－<秋> 南出 和余

経済 アジア共同体論＜秋＞ 大島 一二

TA
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2016年度秋学期開催

全学FD研修会報告

第2回 全学ＦＤ研修会

テーマ：「ルーブリック評価事例としての大学レポート入門」

日 時：11月 2日（水）15:00～16:00

講 師：①学習支援センター 櫛井 亜依 講師

②学習支援センター 高良 要多 氏

コーディネーター：経営学部 中村 恒彦 准教授（全学FD推進委員）

会 場：聖ペテロ館５階 第４会議室

対 象：本学教職員、兼任講師

参加者数：55名
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今年度第2回全学ＦＤ研修会では、「大学レポート入門」で行われている内容(とくにルーブ
リック評価)を材料にして成績評価のあり方について考えました。
ルーブリック評価が全学・学部横断的に実施されている授業で採用されることは、本学では

初めての事例となっています。そこで、学内構成員の方々に本学のルーブリック評価について
考えていただく機会となるよう開催しました。
「ルーブリックについて学べた」「学生の能力を客観的に知ることができる」などの声が聞

かれました。

全学ＦＤ学習会

テーマ：「関西大学の学生アシスタント制度と学生提案科目『恋する学問』」

日 時：2月16日（木）13:30～15:50

講 師：関西大学 教育推進部 三浦 真琴 教授

関西大学 ラーニング・アシスタント

会 場：1-206教室

対 象：本学教職員、兼任講師、本学学生スタッフ

参加者数：40名（学生16名含む）

今年度3回目の開催となる研修会は、全学ＦＤ学習会として開催しました。
関西大学から教育推進部の三浦真琴教授、ラーニング・アシスタント（LA）として活動す

る学生を講師にお招きしました。
関西大学の「学生提案科目」概要説明やグルーピング体験などを通して、LAが活躍する姿は、

学習会に参加した本学学生スタッフの刺激になったようです。



外部ＦＤ研修会参加報告
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発行日 2017年 3月30日

発 行 桃山学院大学 全学ＦＤ推進委員会 事務局

〒５９４－１１９８ 大阪府和泉市まなび野１－１

電話: ０７２５（５４）３１３１
FAX: ０７２５（５４）３２０３
電子メール: zfd-momo@andrew.ac.jp

日程 研修名 主催 開催場所

4/29
関西地区FD連絡協議会
第9回総会

関西地区FD

連絡協議会
大阪大学
豊中キャンパス

10/29
アクティブラーニング
学生アシスタントフォーラム

國學院大學
経済学部

國學院大学
常盤松ホール

11/11 関西大学学生提案科目視察 教育支援課共催
関西大学
千里山キャンパス

11/30 授業改善活動事例勉強会
日本システム技術
（株） GAKUEN事業部

JAST大阪本社

12/7 第6回C-Learningセミナー 株式会社ディスコ
ハービスプラザ
会議室

3/21
第1回神戸女子大学
教育改革・推進フォーラム

神戸女子大学
神戸女子大学
教育センター

2016年度 全学FD推進委員会 構成メンバー紹介

【委員長】井田憲計（副学長）

【委 員】松本直也（経済学部）、篠原千佳（社会学部）、中村恒彦（経営学部）、K.R.Gregg（国際教養学部）

〔春〕永水裕子、〔秋〕瀧澤仁唱（共に法学部）、 村中淑子（共通教育機構選出、国際教養学部）

竹島亮輔（教務課長）、叶屋真一（教育支援課長）

【事務局】尹 錫洋（学長室課長）、竹川佳佑（学長室）、平井沙恵（学長室）
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